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図 1 グロテスク grotesque装飾
グロテスクgrotesqueとロカイユrocaille
- 建築における洞窟空間の系譜 一
鳥 居 徳 敏
｢異様で気味の悪いさま｣とか､｢異常で不
愉快さを感ずるさま｣を意味するグロテスク
が､実はフランス語で歴史的な装飾パタ-ン
の一つの名称であることを知る人は少ないで
あろう｡さらに､このグロテスクと呼ばれる
装飾手法がルネサンスを代表する装飾である
ことを知る人も少ないであろう｡ロカイユも
またフランス語で､同じく歴史的な装飾パ
ターンの一種であり､この用語から西欧美術
史における18世紀の様式名ロココが生まれて
いる｡ロココはバロック様式の最晩期に相当
し､建築から彫刻や絵画を含む装飾美術全般
にかかわる様式であり､フランスではルイ15
世 (在位1715-74)時に対応し､同時代のオー 図2 ロカイユ rocallle装飾
ストリアやドイツでも隆盛する｡そして､両用語グロテスクとロカイユの双方が
｢洞窟｣と密接に関係するのである｡
辞書では､グロテスクgrotesque(仏､英)はグロットgrotto(英)､gr6tta(伊)､
gruta(西)､grotte(仏)､Grotte(独)に由来する言葉と説明される｡しかし,発
(i)114
祥的にはイタリア･ルネサンス期のことであるから､イタリア語が起源でなけれ
ばならず､カタカナ表記は ｢グロット｣ではなく､伊語発音の ｢グロッタ｣にす
べきであるO同じく ｢グロテスク｣は伊語発音の ｢グロッテスコgrottesco｣と
表記すべきであろう｡それ故､現在の日本でも､心ある人は意識的に ｢グロッタ｣
を採用している｡しかし､後者は ｢グロテスク｣で完全に定着しているから､そ
れを変えることは極めて難しいと思われる｡
1.グロツタ
伊和辞典で ｢グロッタ｣を調べると､｢①ほら穴､洞窟 (参穴倉､地下室､酒蔵､
地下の酒場｣と出てくる｡語源は俗ラテン語のcrupta(ラテン語crypta:ほら穴､
洞窟)であり､このラテン語はギリシア語のkr毎t百(ヴォ-ルト天井の地下室､
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ヴォールト天井の地下祭室)を語源とする｡
美術史や庭園史などで ｢グロツタ｣といえば､一般には庭園に作られた人工の
洞窟を意味する｡ルネサンス以来､西欧の庭園では人工洞窟 ｢グロッタ｣は重要
な装飾要素の一つであり､それを建設することは一つの伝統でもあったoしかし､
この伝統はルネサンスに復興したものであり､西欧文化一般と同様､その起源は
ギリシア･ローマにあったO
自然の洞穴や洞窟は常に薄暗くじめじめした印象を与え､時には危険で恐怖を
抱かせることもあり､またある時には､美しく素晴らしいこともある｡しかし同
時に､特に先史時代の人々にとっては､幻想的で神秘的な場所とも映ったことで
あろう｡それ故､世界中のあらゆる神話や宗教はその起源で洞穴や洞窟と何らか
の関係を持っていた｡おそらくこのことはまた､始源における人間が､洞窟の最
初の住民であったに違いない動物たちとの戦いに勝ち､自然洞窟を自らの住みか
に選んだことにも由来するであろう｡そして多くの場合､神社や神殿の建築的起
源は始源人たちの住宅や倉庫の建築形式を採用することから始まる｡このことは
神が自らの姿に似せて人間を作ったのではなく､人間の乏しい想像力が神の姿を
人間の姿でしか想像できなかったことに類似する｡
ギリシアは多数の自然洞窟に恵まれた地域であり､それ故､始源においては洞
窟が人間の住まいに選ばれたに違いない｡また､ギリシア神話の世界も洞窟とは
無関係ではなく､最初の導入部分から一つの洞窟が出現する｡へシオドス (前8
ノノブ(2)
世紀)によると､ギリシアの神々の第三世代を形成するオリュンボスの神々の家
長であるゼウスはクレタ島の洞窟で生まれ､そこでニンフたちが山羊アマルティ
アの乳で彼を育てたOまたオlJユンボスの十二神の一人､ゼウスの末子へルメー
スも洞窟で生まれた｡つまり､十二神の最初と最後の神が洞窟で生まれているの
である｡ホメロス (前8世紀)によれば､ニンフたち､特にオレイアデス山に住
むニンフたちは山頂で活動しながら､洞窟でも生活を営み､バルナッソス山のコ
リシアナCoriciana鍾乳洞やシテロンCiter6nのスフアラジディオSfaragidio
洞窟 あるいはアクロポリス山腹のパン洞窟にも住んだという｡これらのニンフ
たちは山に住むディオニュソスやパンやアルテミスなどの半神とも親しい関係に
あり､彼らの旅に伴った｡それ故､ギリシアの美術品で神々や英雄,あるいはニ
ンフたちがテーマにされるときには､頻繁に洞窟が描かれているのである｡
陸上競技練習用の体育場､あるいは対話の場としてのアカデミア (アカデメイ
ア)周辺に生まれ発達したであろう古代ギリシアの庭園には､神々や英雄たちを
祭る祭室が建設され､そのなかにはニュンフアエウムNymphaeum(ニンフ神殿)
も含まれていたに違いない｡事実､庭園史家のゴゼインは洞窟状のニンフ神殿の
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存在を指摘している｡ホメロスによれば､ニンフ神殿は手入れの行き届いた樹木
で覆われ､おそらくは洞窟状の形態を取り､人工的に導かれた水で周辺が囲われ
ていたという｡なぜなら､ニンフまたはニュンフェ- (自然界の精の総称)たち
の起源は天の水にあり､それが雨水となって
大地に落ち､地中の秘密の経路をたどり､泉
という形態を取って再度出現すると考えられ
ていたからである｡それ故､時代が下ると､
ニンフ神殿では泉や小川を配し､樹木で覆わ
れた洞窟形態が一般化する｡その例証が古代
ローマの庭園に建設されたニンフ神殿であり､
人工洞窟の神殿としてつくられていたのであ
る｡例えば,エビロEpiroのアティコAtico
の庭園でクレタ島の洞窟を模したアマルティ
ア (ゼウスに乳を与えた山羊)神殿があり,
キケロ (前1世紀)も自分の庭園に多くの人 図3 ポンペイの壁画､洞窟
(3)112
工洞窟を作り､その一つには友人アティコを真似たアマルティア神殿も含まれて
いた｡ポンペイの壁画にも泉､小川､小枝であしらった洞窟が見られ､セネカ (1
世紀)もヴァティアVatiaの庭園で天頂から採光された大サロンのような洞窟を
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見たという｡ローマ近郊のテイヴォリは貴族や皇帝の別荘地であり､その一つハ
ドリアヌス帝の庭園 (118-38)にも､泉､小川､池､滝､用水路を配したニンフ
神殿 ｢セラービスの神殿｣､｢ヴィーナスの神殿｣あるいは ｢宮殿のニンフ神殿｣
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などが存在する｡
中世の庭園における人工洞窟の存在は余り知られていない｡これに対し､ルネ
サンスになると､その情報には事欠かなくなる｡アルベルティはルネサンス最初
の建築書 『建築十善』(1452)で､古代ローマの小プリ一二ウス (62-113)の教え
に従い､庭園での人工洞窟の建設を次のように推奨する,それは､軽石などの小
石で被覆され､古びた洞窟を装う緑蝋で塗られた人工洞窟で､泉から水が噴出し､
その水が飛び跳ねながら様々な貝殻で多彩色に被覆された小川に流れる様は気持
lヽ
ちよいものである､と記している｡
こうした推奨もあり､ルネサンスの庭園ではヘレニズムとローマの伝統を受け
継ぐ人工洞窟やニンフ神殿が盛んに建設されることになる｡その初期例がローマ
近郊ジェンナッツアーノGennazzanoの､ブラマンテ (1444頃-1514)の作品とさ
れているコロンナColonnnaのいなか家である｡小さな谷間の斜面に作られたこ
の大きな ｢ニンフ神殿｣(現存しない)は前方の小川に面して柱廊を配し､散策と
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屋外の娯楽に供された｡ヴァザーリ (1511-74)によると､ブラマンテは1500年以
前にローマに来ており､古
代の建築遺跡の実測をかつ
ての帝都のみならず､その
近郊のテイヴォリでも実行
し､ハドリアヌス帝別荘の
廃櫨もその例外ではなかっ
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たという｡前記したように､
この別荘に存在する数種の
｢ニンフ神殿｣は格好のモ
デルになったことであろう｡ 図4 ベルヴェデーレ､ユリウス3世庭園､ニンフ神殿
ノノノ(4)
同じブラマンテが計画した庭園が法王ユリウス2世 (在位1503-13)に託された
ヴ≠テイカン宮とインノケンティウス8世の住宅とを連結するベルヴェデーレで
あった｡1503年に着工し､建築家が他界する1514年には半分以上が完成していた｡
このベルヴェデーレ内のユリウス3世 (在位1550-55)の庭園ではヴァザ-リが
様々な人工洞窟と常に噴出する多数の泉で構成されたニンフ神殿というパティオ
を手掛ける｡同じくローマで､ブラマンテから建築の教えを受けたラフアエルロ
(1483-1520)もまた､枢機卿ジュリア-ノ･デ･メディチの別荘､後にマグマ
Madamaと呼ばれる別荘の庭園を1519年に着工させる｡1523年には中断するものの､
ニンフ神殿が建設され､｢象の洞窟｣が計画された｡また1539-40年にローマを訪
れたポル トガルの画家フランシスコ･ドランダFra1CiscoD'011andaも二つのニ
ンフ神殿を描いて今日に伝えている｡一つは｢ニンフ･エゲリアEgeriaの洞窟｣の
題を持つ極めて建築化された洞窟であり､ トルモに従えば､古代ローマのニンフ
神殿を当時の解釈で修復したものだろうという｡もう一枚には何の説明も見られ
ない｡しかし､上部のテラスを支える下部構造であること､鍾乳石を摸した洞窟
状の造形､中央の泉の存在､周辺の小川の配置などから､明らかなニンフ神殿で
8
あろう｡
図 5-6 ドラング､図版 ｢ニンフ･エゲリアの洞窟｣ と無題図版
(5)ノノ♂
フィレンツェでは､コジモ 1世 ･デ ･メ
ディチ (1519-74)により1538年着手されたカ
ステルロCastello庭園に ｢雨の洞窟｣が建設
された｡池の小島や小川､そして多数の噴水
と組み合わされたこの洞窟には ｢雨の王｣が
座し,その毛穴から水が噴出する｡この洞窟
で初めてルスティカ (荒削り)仕上げの彫像 慧
- I: ∴ ∴ ∴ ∴ ∴
た人工洞窟が ｢ファンタジーの洞窟空間｣ヘ ビ
と質的転換がなされたのであるOフィレン
ツェ近郊 のプ ラ トリー ノPratollnO庭園
(1568-81)の主要施設は邸宅周辺のテラス下
部に作られた計6個の人工洞窟であり､そこ
ではあらゆる種類の音が聞こえ､人像や動物
像が水の噴出する力で動いた｡この時代､水
力の応用 (水の力で彫像を動かしたり､オル
ガンなどの音を出す技術)が極めて重要な庭
園技術の一つになり､その道の専門家集団が
出現する｡同じくフィレンツェのパラッツ
ォ･ピッティのボポリR6bolj庭園 (L579-87)
にも多数の人工洞窟が存在し､その一つはニ
ンフ神殿の名称を持ついくつものセクション
からなる人工洞窟であり､17世紀に崩壊した
ものの一部が19世紀に再建された｡既にバ
? ィ ? ? ? ェ ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
図8 フィレンツェ近郊､
プラトリーノ庭園､
『名声の洞窟』
ロック的様相を呈し､天頂から採光された人工洞窟のサロンにはミケランジェロ
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(1475-1564)の作品といわれる二体の彫像が設置される｡
庭園での人工洞窟建設の流行は少し遅れてフランスにも達した｡その最初の例
はフォンテーヌブローFonteinebleau城の｢松の洞窟｣(1543)に見られる｡セルリ
109(6)
オ(1475-1554)､プリマティツ
チオ(1504/05-70)､あ る いは
ヴィニョ-ラ (1507-73)の作品
といわれるこの洞窟は荒削り石
材の三速ア-チの正面を持ち､
水棲動植物で飾られた内部には
泉があり､小川が流れ､小さな
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ニンフ神殿もあったという｡こ
うしたイタリアの影響下で､16 図9 フィレンツェ､ボポリ庭園､ニンフ神殿
世紀中葉のフランスでは著明な庭園なら必ず一つ以上の人工洞窟を持つように
なった｡正しくこの時代､この道の専門家である陶工ベルナール･パリッシーが
出現した｡1563年に出版した奇妙なタイトルの小冊 『すべてのフランス人が自ら
の宝を増やすことを可能にするための真の処方』で､正方形の庭園を十字形の散
歩道で四分割し､すべての交点に合計九つの洞窟の設置､また同時に､外周の塀
には二層の部屋を岩に掘り､下層を倉庫類に､上層を所有者の気晴らしや涼む場
所にすること､洞窟の内部は動物などの多彩
色のやきもの (マジョリカ焼)で飾ることを
1】
提案する｡また､メディチ家のマリー･ド･メ
ディシス (】573-1642)と結婚したアンリ4世
(在位1589-1610)の時代､フランス庭園にお
けるイタリアの影響が顕著にもなる｡ブルボ
ン朝初代のこの王が完成させたパリ近郊のサ
ン･ジヤルマン･アン･レ-城庭園には､ロー
マ近郊のテイヴォリのエステ家庭園を想起さ
せるような有名な洞窟群がプランテ一二兄弟
(Thomasおよび AlexandreFrancini)により
作られた｡ ドリス式テラスには ｢ドラゴンの
洞窟｣､｢ネプチューンの洞窟｣､そして殊に有
名な ｢オルガン弾き少女の洞窟｣が､ トスカ
ナ式テラスには ｢ベルセウスとアンドロメダ
I:二･∴-∴T:'1.㌔/ここ'.1,:-∴._i:.
図10 サン･ジャルマン ･
アン･レ-城庭園､
｢オルフェウスの洞窟｣
(7)ノ♂♂
の洞窟｣､｢オルフェウスの洞窟｣､そして同テラス下には庭園最大の見せ場となっ
た水力劇場 ｢松明の洞窟｣が存在した｡ギリシア神話を題材とした神や英雄たち
の彫像や動物､あるいは鳥などの作り物が水の力で動き､あるいは音楽を奏で,
あらゆる場所から噴水の水が飛び出し､｢ネプチューンの洞窟｣では訪問者は水浸
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しにされ,｢松明の洞窟｣では松明で照明されもした｡
17世紀､フランス庭園の時代でも人工洞窟 ｢グロツタ｣は作り続けられた｡ヴェ
ルサイユ宮殿の庭園にも人工洞窟の典型例が存在した｡それはルイ14世 (在位
164311715)が実現した最初
で最良の装飾作品の一つと
いわれる｢テテイスの洞窟｣
であり､玄関ホールにはテ
テイスやニンフたちの像が
設置されたことから､この
洞窟もニンフ神殿に起源を
持つことが理解される｡ま
た､メインのホールには三 図 11 ヴェルサイユ宮殿庭園､｢テテイスの洞窟｣
つの祭室風のニッチが設けられ､その中には天
井に設置された水槽の水を使い､際限のない水
遊びが巧妙に仕組まれた｡床や壁に象眼された
多種多様の貝殻装飾はアルベルティの記述を思
I.i
い出させる｡洞窟での貝殻被覆という装飾は常
に見られる手法であり､その最高傑作の一つが
オランダのへト ローHetLoo宮庭園(17世紀末)
l
に建設された洞窟内の泉である｡
以上のように､15世紀未から16世紀初頭のイ
タリアで復活した人工洞窟 ｢グロッタ｣の流行
はフランス､ネ-デルランド､ ドイツ､イギリ
スと伝播し､その伝統は20世紀初頭まで継続し
ていたのである｡
ノ♂′(8)
図 12 へ ト･ロー宮庭園､洞窟
2.グロテスク
｢黄金宮殿 (ドムス･アウレア)｣が
発見されるのは1480年前後と推定さ
れている｡紀元64年のローマの大火
後､ネロ帝が造営した宮殿が ドム
ス･アウレアであった｡しかし､実
際に発見されたのは2世紀初頭のト
ラヤヌス帝大浴場の一部に過ぎない｡ 図 13 ローマ､ ドムス･アウレア､壁画
1506年まで要したこの地下発掘では､｢ラオコーン｣の名で知られる有名な群像彫
刻のほか､当時の発掘者たちが洞窟と思った地下のヴォール ト天井の部屋に驚く
べき装飾も発見された｡この発見が今日知られている ｢グロテスク装飾｣の起源
となった｡1499-1500年に刊行されたローマ案内記には､著者の建築家ブラマン
テはこの地下室の壁画に触れる部分で ｢グロテスク｣という用語をすでに使用し
ているのである｡またそれ以前の1490年頃には､ベルナディーノ･ディ･ベット
(1454-1513)がローマのデッラ･ロヴェ-レ (後の
図 14 ポンペイ発掘､
ガラス製器､
グロテスク装飾
コロンナ)宮殿にグロテスク装飾を実現しており､
1502年の同芸術家との契約書でも ｢グロテスク風｣
Jj?
壁画装飾が依頼されてもいる｡ヴァテイカン宮ロッ
ジアの有名なグロテスク装飾はラフアエルロが率い
た芸術家集団により1519年にすべて完成する｡ヴァ
ザ-リは著書 『絵画についてDellapittura』第14章
｢技法論｣のなかでグロテスク装飾をこう説明する｡
｢グロテスクとは､壁面の装飾のために古代の
人々によって作り出された一種の極めて放縦で奇妙
な絵画であり､ある箇所では空中に宙づりになった
ものだけしか見出せなかった｡この装飾のために彼
らは造化の悪戯や作家たちの気まぐれ､あるいは思
いつきによって､ありとあらゆる奇形の怪物を作り
上げた｡すなわち作家たちは､グロテスク装飾では
いかなる規則にもとらわれずに､支えられないよう
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な重いものを極めて細い糸でつるしたり､馬には
木の葉の脚を､人間には鶴の脚をつけたりして､
数限りない珍奇なものや得体の知れないものを
作っている｡したがって想像力がより奇異に働く
人が､より優れているとされた｡やがてグロテス
クの装飾は規則化し､フリーズや壁面の仕切りの
IG
ための非常にすぼらしい手立てとなった｡｣
この歴史からも明らかなようにグロテスク装飾
の由来は古代ローマの壁画装飾にあり､それが洞
窟を想わせるヴォール ト天井の地下室から発見さ
れたことから ｢グロテスク｣という用語が生まれ
た｡すでに述べたように､グロテスクは ｢グロッ
タ｣の派生語であり､後者は語源となったラテン
語では ｢洞窟｣を意味し､さらにそのラテン語の
語源となったギリシア語では ｢ヴォール ト天井の
図15 イタリア･マジョリカ陶器､
1580､グロテスク装飾
地下室 (祭室･墓室)｣を意味した｡それ故､1788年に出版されたスペイン語の美
術辞典では ｢グロテスク｣に次のような説明を与えている｡
｢動物像､枝葉群､花や果物などで構成された全く奇抜な装飾｡これらの装飾が
グロテスクと呼ばれる理由は､古代の家族用墓室であった洞窟の装飾に使われて
いたからか､あるいはローマの地下を掘起こしているとき､洞窟でこの種類の壁
t7
画が発見されたからであるC｣
しかしながら,古代ローマの地下室は洞窟でも地下墓室でもなく､地上に建設
された大浴場の一部であったO当時のルネサンス期におけるローマの都市内地表
面が古代と較べ相当に高くなっているため､古代遺跡が瓦磯に覆われた地下から
発見されたのである｡事実､当時のグロテスク装飾には洞窟 (グロッタ)に由来
する造形は全く見られない｡したがって､グロテスクはこの言葉が意味する ｢グ
ロツタ (洞窟)の｣とか､｢洞窟風の｣とか､あるいは ｢地下墓室の｣などとは全
く無関係な装飾手法であった｡
実は､ドムス･アウレアの壁画装飾の発見によりグロテスク装飾が生まれたわ
けではなく､その誕生の契機になったに過ぎなかった｡中世末期の装飾手法にグ
Jog(10)
ロテスクの萌芽がすでに見られ､古代の壁画装飾発見が契機となり､グロテスク
図16 バリヤドリー ド､サン･グレオ
リオ学院､15世紀末イサベル様式
図18 カプラロー ラ､パラッツォ･プアル
ネ-ゼ､ ｢ヘラクレスの間｣
図17 サラマンカ大学､正面ファサード,
1525年頃,プラテレスコ様式
装飾は一気に開花したのであるD例えば､ス
ペインの場合､15世紀末のイサベル様式の装
飾と16世紀初めのプラテレスコ様式の装飾と
の関係がこれに当たる｡前者はゴシック末期
のスペイン独特の装飾で､そこにはイスラム
のアラベスク装飾などの影響が認められるの
に対し､後者の装飾は初期ルネサンスのグロ
テスクであり､両者にはスペインならではの
否足しがたい類縁関係がある｡このグロテス
ク装飾は､他の装飾様式同様､複製版画によ
り周辺諸国に波及すると同時に､絵柄陶器な
どの応用芸術にも影響を与えたDスペインの
建築装飾にすぐさまグロテスクの影響が現わ
れるのもこうした理由によるのであろう｡
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前述したように､元来､｢グロッタ｣とグロテスクはそれぞれ異なる起源をもち､
造形的にも無関係であったQここで注目して戴きたいことは､人工洞窟 ｢グロッ
タ｣とこのグロテスク装飾との出現が時を同じくしていることであり､ブラマン
テとか､ラフアエルロ､あるいはヴァザ-リといった芸術家たちは両者に関係し
ていたことである｡こうした時代に､庭園では ｢洞窟｣が､室内装飾には ｢洞窟
風｣が使用されていたのであるから､両者の混交というか､接近がはかられたと
しても不思議なことではない｡例えば､枢機卿アレッサンドロ･フアルネ-ゼ
(1520-89)が建設させたカプラローラのパラッツォ･フアルネ-ゼには ｢ヘラク
レスの間｣があり､そのサロンの暖炉に相当するメインの装飾として ｢グロツタ｣
が設けられている｡この浮彫り装飾は文字通りの ｢洞窟風 (グロテスク)｣装飾で
あり､そこには ｢グロッタ｣に不可欠な鍾乳
石や泉盤の他､天使や動植物までが見られる｡
これは庭園の ｢グロッタ｣が室内装飾のグロ
テスクに変換された例になろう｡他方､フィ
レンツェのカステルロ庭園のグロッタ ｢雨の
洞窟｣では,鍾乳石飾りに異国の動植物や珍
しい鉱物､あるいは ｢モンスター｣などの彫
像とが組み合わされ､これ以降の人工洞窟に
決定的な影響を与えた｡これはグロテスク装
飾が人工洞窟 ｢グロツタ｣に影響を与えたこ
とを意味する｡ここに来て初めて､グロッタ
とグロテスクが名実とも一致する類縁関係に
なったといえるであろう｡
図19 フィレンツェ,カステルロ庭園､
洞窟内装飾 (図7参照)
3.ロカイユ
フランス語のロカイユrocailleは､岩や石を意味するrocに由来し､この語源
からは ｢小石の集まり｣の意味になろう｡しかし同時に､このロカイユは人工洞
窟 ｢グロッタ｣そのもの､あるいは ｢グロッタ｣を飾る装飾を指すようにもなっ
た｡トレヴ-の辞書の1771年版では､｢ロカイユ｣をこう定義する｡
｢大きな岩の周りにあり､それに似た不揃いで磨かれてもいない石といくつかの
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貝殻を組み合せたもの｡田舎風の建築物を構成したもので､自然の大きな岩を模
倣し､泉水のグロツタや水盤に見られるような穴のあいた石と貝殻とさまざまな
川
色のついた石化物で出来上がっている｡｣
また､スペイン語の1788年の美術辞典ではこう説明する｡
｢自然の岩を模倣しようとする建垂の様式であり､装飾である｡ロカイユは穴の
あいた石､貝殻､さまざまな色の石化物でできている｡グロツタや泉の水盤はこ
19
うした装飾がもっとも頻繁に使用される場所である｡｣
そして､現在の日本語美術辞典には次の説明が見られる｡
｢小石の多量に入った土地の意で､ルネサンス以来庭園の飾りにつくった洞窟
(グロツタ)に使われているような人工の岩を指し､さらにルイ15世(1715-74)時
代の家具などに施された洞窟､岩､貝殻などの装飾をいう｡様式名にも用いられ､
20
ロカイユ式stylerocailleはルイ15世式､ロココ式と同義｡｣
こうした定義 ･説明で明らかになることは､ロカイユがルネサンス以来の人工
洞窟 ｢グロッタ｣の伝統の上で可能になった装飾手法であったことである｡例え
ば､｢自然の岩を模倣｣することは人工的な岩を作ることで､人工洞窟に不可欠な
要素であり､泉は ｢ニンフ神殿｣に欠くことのできない存在で､｢グロッタ｣を飾
る最大の武器であり､そして貝殻はアルベルティの記述以来､｢グロッタ｣の重要
な装飾要素の一つであり､自然洞窟には存在しないから､人工洞窟の象徴にもな
りえるものである｡
ロカイユ装飾の造形的特徴を三つにまとめるとすれば､次のようになるであろ
う｡
1.洞窟の鍾乳石のように､全面被覆的な過剰装飾
2.貝殻から出発し､それをアレンジした造形
3.縁取り (カルトウシヤ)的装飾
一つ目の鍾乳石のような特徴とは､先ずは過剰に感じるような装飾であり､建
築なら､その室内の壁面や天井面を鍾乳石のように隈なく飾り立てる装飾を指す｡
二つ目の特徴は文字通り貝殻造形を特徴にするという意味である｡ポンスによれ
ば､必ずしも科学的な関心からではないが､貝殻の収集は16-17世紀のイタリアや
ドイツや北ヨーロッパに広く見られたものであり､18世紀のフランスでは博物学
の標本収集の進展と軌を一にしており､貨幣やメダルの収集以上に熱心になされ
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図20 ブ-シェ､｢ロカイユ｣
図21
た｡したがって､増加の一途をたどった
この貝殻の収集ブームが造形芸術にも反
映したことを意味し､これは一般にいわ
れる｢時代の反映｣の具体例になろう｡同
様に､16-17世紀のルネサ ンスか らバ
ロックの ｢グロツタ｣に貝殻による被覆
が見られたのは時代の趣味とも一致した
か らでもあろう｡また､フランソワ･
ブ-シェの ｢ロカイユ｣という題名の版
画 (1736年頃)は色々な貝殻で構成され
ていると同時に､画面中央下部の洞窟の
ような､あるいは泉の水盤のよう図柄が
貝殻から派生した造形に見える｡この図
版を同じブーシェの 『貝類学』の口絵
(1742)とピエール.エドム･バベルの版
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ブ-シェ､『貝類学』の口絵､1742
~二一`~-~E~ l■一°-'~J~~こhrq仰
図 22 バベル､版画 ｢泉の書｣
画 ｢泉の書｣とを比較すると､｢ロカイユ｣が貝と泉の両要素をもっていることが
判明しよう｡そして､版画 ｢泉の書｣では ｢ロカイユ｣の洞窟に相当する部分が
空洞化し､縁取り (カル トウシヤ)部だけになっている｡この後者が三つ目の特
徴 ｢縁取り (カル トウシヤ)的装飾｣に対応するものであり､一般にロカイユ装
飾として知られているものである｡これは鏡の縁飾り､額縁､宝石箱の装飾､
テーブルクロスの刺繍などに見られる装飾パターンであり､建築なら,開口部回
りとか､壁画や天井画回りなどに使用される装飾であり､こうした装飾で溢れた
建築をロココ様式と呼ぶ｡このロカイユ装飾が壁画や天井画と一体化して満ち溢
れると､洞窟を思わせるような内部空間を生むのである｡
グロテスクはグロッタの
派生語でありながら､人工
洞窟 ｢グロツタ｣の造形と
は無関係に出現したのに対
し､ロカイユはイタリア語
起源の ｢グロツタ｣とは無
関係な言葉でありながら､
これと密接に関連して生ま
れたことになる｡しかも､
図23 ツインマ-ン兄弟:ディー･ヴィ-ス､ ロカイユ装飾の本質的特徴
巡礼聖堂､内陣階段席高窓装飾1747-48 が貝殻にあったことを考え
ると､人工洞窟 ｢グロッタ｣の伝統の存在が不可欠であったことが明確になる｡そ
して,建築の場合,ロカイユが最大の成果を誇るロココ様式の内部､例えば ドイ
ツのパルタザル･ノイマン(1687-1753)の作品､ヴユルツブルク宮皇帝の問(1737)
とか14聖人聖堂 (1743-72)内部などでは､洞窟すなわち ｢グロツタ｣に回帰して
いるという見方ができる｡
このロカイユ装飾とは無関係に同じ結果に辿り着いたもう一つのバロックも存
在する｡スペインでは同時代のバロック最後の建築で同じような ｢グロッタ｣空
間が出現しているのである｡このバロックでは天井から壁面まで全面的に装飾さ
れるのだが､それはロカイユではなく､グロテスク装飾の浮彫りで被覆された｡
前述したように､人工洞窟 ｢グロッタ｣と装飾のグロテスクとは造形的に無関係
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図25 B.ノイマン:ヴユルツブルク宮(独)､
図24 B.ノイマン:14聖人聖堂1743-72 皇帝の間 1737
であった｡それが16世紀中頃から後者が前者に影響を与え､｢グロツタ｣がグロテ
スクらしくなった｡そして最後に､18世紀のスペインでは､例えば F.X.A.ペドラ
クサス (1736年生)の作品､ルセ-ナ (コル ドバ県)のサン･マテオ教会堂司聖
所 (1771-86)に見られるように､グロテスク装飾を極度に発展させ､建築空間と
しての ｢グロツタ｣空間を生む｡しかも､この空間が生まれた場所がスペイン南
部のアングルシア､すなわち中世の8世紀間イスラムの地であった場所であり､
グラナダにはアルハンブラ宮殿 (13-14世紀)というイスラム建築の最高傑作の一
つが生まれてもいる｡この宮殿内部の最大特徴の一つがライオンのパティオに配
された ｢2姉妹の間｣､｢諸王の間 ｣あるいは ｢アベンセラッへ族の間｣などに典
型的に見られる洞窟状空間であり､その代表的な空間はムカルナスと呼ばれる鍾
乳石飾りのヴォール ト天井とアラベスク装飾などで全面的に被覆された壁面で構
成されるoある意味で､この鍾乳石ヴォール トとアラベスクをグロテスクに置換
すれば､スペイン･バロックの ｢グロツタ｣空間が生まれるともいえよう｡
｢アラベスク｣とは ｢アラブの｣とか ｢アラブ風｣を意味する形容詞であり､狭
義にはイスラムの植物模様の装飾､広義には幾何学文様を含めた全般的なイスラ
ム装飾を指す｡ところが ｢グロテスク｣装飾が出現すると,これに極めて類似す
99(16)
図26-27 F.X.A.ぺドラクサス:ルセ-ナ(西)､サン･マテオ教会堂司聖所1740-72
図28-29 アルハンブラ宮殿､ライオンのパティオ､2姉妹の間､14世紀後半
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る装飾パターンにも ｢アラベスク｣の名が与
えられるようになる｡例えばオーウ工ン ･
ジョーンズの有名な古典書 『装飾の法則 (グ
ラマー)』(1856)でも､グロテスク模様にし
か見えないテオ ドール ･デ ･ブ リの作品
(1598)を ｢アラベスク｣として放っている
のである｡このように､16世紀から19世紀の
西洋人にとって ｢グロテスク｣と ｢アラベス
ク｣とが類縁関係にあったとするならば､ス
ペイン南部のバロック洞窟空間はイスラムの
洞窟空間のように ｢アラベスク｣装飾で埋め
尽くされていたことになろう｡
図30 アルハンブラ宮殿､
内壁面詳細､アラベスク
鋼 ㌍ 転 二頂 豪 諜
図31 ブリによる ｢アラベスク｣装飾､1598｡グロテスク装飾との区別は困難
まとめ
｢グロテスクとロカイユ｣の日本語表記はフランス語からの外来語でありながら､
前者はイタリア語､後者はフランス語を起源とした｡両者とも洞窟を意味する
｢グロッタ｣に関連しながら､言葉として似ている前者の装飾は洞窟に無関係で､
逆に後者は､言葉としては全く無関係のように見えながら､実質としては｢グロッ
タ｣から派生した装飾であった｡
また､日本語のカタカナ表記では似ても似つかぬ両者が､文字通り直訳してみ
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れば､内容的には類似していることが判明する｡つまり､｢グロテスク｣は ｢洞窟
の｣もしくは ｢洞窟風の｣になるであろうし､｢ロカイユ｣は ｢岩の｣とか､｢岩
のような｣になるから､｢岩窟｣や ｢洞窟｣にも関連付けることができるのである｡
シンボルとしての言葉にはその実態となる内容が必然的になければならない｡外
来語はその実態のないところに発生する｡形は伝わるが､内容が伴わないケース
が多々見られるのはそのためである｡
しかし､言葉が意味する装飾パターンという具体的な造形から見るなら､両者
は明らかに相違する｡｢グロテスク｣は時代背景の古典復活を基礎に､枝葉や唐草､
人物や動物､あるいは骸骨や怪物が入り乱れる装飾で､対称形と繰返しを基本と
し､空洞を埋める性質の装飾であるのに対し､｢ロカイユ｣は時代の貝殻収集ブー
ムを背景に､貝殻造形を線的な抽象性にデザインし､非対称と全体の釣合いを基
本としながら､空洞を残す縁取りの装飾といえるであろう｡
そして､これら二つの装飾手法はいずれも18世紀の､最後の二つのバロックを
生んだO｢グロテスク｣からはスペイン･バロックのチュリゲ-ラ様式が生まれ､
この様式は中南米で継承されたバロックでもあった｡｢ロカイユ｣は元来｢ロココ｣
の語源でもあり､フランス､オーストリアからドイツにかけて隆盛したロココ様
式の造形言語として欠かせぬ装飾であった｡しかしながら､これら最後の二つの
バロックは同じ ｢グロッタ｣(洞窟)空間の建築を生んだ｡面としての空洞を埋め
尽くす装飾の ｢グロテスク｣は空間としての空洞を覆う､すなわち空間を縁取る
装飾として機能し､二次元の空洞を縁取る ｢ロカイユ｣は空間を縁取る装飾とし
ても有効であった｡
以上のことから､四つの洞窟空間が歴史上に出現したことになる｡一つは､自
然洞窟を模し､ニンフ神殿などで知られる庭園装飾としての人工洞窟 ｢グロツタ｣
である｡二つ目は､ムカルナスという鍾乳石を幾何学化したかのようにも見るこ
とができる装飾で覆われたヴォールト天井､すなわち鍾乳石ヴォールトで包まれ
たイスラムの鍾乳洞幾何学空間である｡第三は､ロカイユ装飾で縁取られたロコ
コの洞窟空間､そして第四は､アラベスク･グロテスクで全面被覆されたスペイ
ン･バロックの洞窟空間となろう｡そして最後に､もう一つの洞窟空間が出現し
た｡それは､本稿では触れなかったが､ガウディ空間であり､彫塑的抽象造形を
特徴とする洞窟空間であった｡
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